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によって画定された。当時のナイジェリアは，王立ナイジャー会社（Royal Niger Company, Char-














ガード（Frederick John Dealtry Lugard）と，ナイジャー海岸保護領の弁務官を務めていた R.D.R.






１）地理的状況については，Adalemo, I.A. and J.M.Baba, eds., Nigeria : Giant in the Tropics, Vol．１, Lagos,
Gabumo Publishing,１９９３, pp．４５―５２；Areola, O., “Vegetation,” in Barbour, K.M., et al., eds., Nigeria in























年２） 歳入 歳出 収支 歳入 歳出 収支 歳入 補助金３） 借入４） 歳入計 歳出 収支
１９００／１ ２１１ １８７ ＋２４ ３８１ ３０６ ＋７５ ２ ８９ ４５ １３６ ９６８） ＋４０
１９０１／２ ２７５ ２３５ ＋４０ ３６１ ３３１ ＋３０ ４ ２８０ ３４ ３１８ ２９９ ＋１９
１９０２／３ ３６０ ２５４ ＋１０６ ４４１ ４５５ －１４ １６ ２９０ ３４ ３５７７） ３８９ －３２
１９０３／４ ３３５ ３０３ ＋３２ ４７１ ４７８ －７ ５４ ４０５ ５０ ５０９ ４９９ ＋１０
１９０４ ３３８ ３２５ ＋１３ ５５０ ５３９ ＋１１ ９４ ４０５ ６０５） ５５９ ５２１ ＋３８
１９０５ ３８０ ４１５ －３５ ５７１ ５８２ －１１ １１１ ３２０ ７５６） ５０６ ４９８ ＋８
１９０６ ― ― ― １，０８９ １，０５６ ＋３３ １４２ ３２５ ７５ ５４２ ４９９ ＋４３
１９０７ ― ― ― １，４６０ １，２１７ ＋２４３ １４３ ２９５ ７０ ５０８ ４９８ ＋１０
１９０８ ― ― ― １，３８８ １，３５８ ＋３０ １７８ ２９０ ７０ ５３８ ５４１ －３
１９０９ ― ― ― １，３６２ １，６４９ －２８７ ２１３ ２３７ ７０ ５２０ ５６７ －４７
１９１０ ― ― ― １，９３３ １，９９０ －５７ ２７５ ２７５ ７０ ６２０ ５６６ ＋５４
１９１１ ― ― ― １，９５６ １，７１７ ＋２３９ ５４５ ３４７ ７０ ９６２ ８２８ ＋１３４
１９１２ ― ― ― ２，２３５ ２，１１０ ＋１２５ ４７６ ９５ ５３ ６２４ ７１１ －８７







（出所）（１）His Majesty’s Stationary Office, Colonial Reports, Lagos, London, No．３４８,１９０２, pp．４,２０―２２；No．４００,１９０３,
pp．４―７；No．４２７,１９０４, pp．５―６,１６；No．４７０,１９０５, pp．４,７；No．５０７,１９０６, pp．４,７.
（２）Do., Southern Nigeria , London, No．３８１,１９０３, pp．５,２２―２３；No．４０５,１９０３, pp．６―８；No．４３３,１９０４, pp．３,
５；No．４５９,１９０５, pp．６,８；No．５１２,１９０６, pp．４,７；No．５５４,１９０８, pp．４―７；No．５８３,１９０８, pp．４―６；No．６３０,
１９１０, pp．４―５；No．６６５,１９１１, pp．４―５；No．６９５,１９１１, pp．４―５；No．７３５,１９１２, pp．４―５；No．７８２,１９１４, pp．５―
７；No．８２５,１９１５, pp．７―８.
（３）Do., Northern Nigeria , London, No．３７７,１９０３, pp．１７―１９；No．５５１,１９０７, pp．９３―９４；No．５９４,１９０９, pp．１５,





































６）Lugard, F., The Dual Mandate in British Tropical Africa , London, Frank Cass,１９２２（５th ed.,１９６５）, p．９９
を参照。
７）Cook, A.N., British Enterprise in Nigeria , London, Frank Cass,１９６４, p．１９２を参照。






































１０）この「アバ事件」については，Onwuteake, V.C., “The Aba Riot of１９２９ and its Relation to the System
of Indirect Rule,” Nigerian Journal of Economic and Social Studies, Vol．７, No．３, November１９６５, pp．２７３―









南部 北部 合計 ナイジェリア
A．歳入
関税 １，７７３ （６６．４） ― ― １，７７３ （５１．２） １，５０６ （４９．４）
鉄道収入 ６３２ （２３．７） ― ― ６３２ （１８．３） ６９６ （２２．８）
直接税 ― ― ５４６ （６８．８） ５４６ （１５．８） ２９９ （９．８）
裁判手数料等 ７４ （２．８） ６５ （８．２） １３９ （４．０） １０９ （３．６）
ライセンス料 １８ （０．７） ２９ （３．６） ４７ （１．４） ７８ （２．６）
利子収入 １１０ （４．１） ― ― １１０ （３．２） ７２ （２．４）
海運収入 ３２ （１．２） ― ― ３２ （０．９） ６８ （２．２）
郵便・通信料 １８ （０．７） １２ （１．５） ３０ （０．８） ４３ （１．４）
非経常収入・その他 １１ （０．４） ６ （０．８） １７ （０．５） ７７ （２．５）
帝国財源補助金 ― ― １３６ （１７．１） １３６ （３．９） １００ （３．３）
合計 ２，６６８ （１００．０） ７９４ （１００．０） ３，４６２ （１００．０） ３，０４８ （１００．０）
B．歳出
鉄道建設 ５４４ （２５．９） ― ― ５４４ （１８．６） １，３３８ （３７．２）
公共事業 １８０ （８．６） ９３ （１１．３） ２７３ （９．４） ４２４ （１１．８）
公的債務返済 ３５４ （１６．９） １３ （１．６） ３６７ （１２．６） ３４４ （９．６）
政治問題 ９７ （４．６） ９６ （１１．７） １９３ （６．６） ２２７ （６．３）
西アフリカ国境軍 １２３ （５．８） １５０ （１８．３） ２７３ （９．４） ２２３ （６．２）
海運 ２２９ （１０．９） ― ― ２２９ （７．９） ２１７ （６．０）
医療 ７７ （３．７） ３８ （４．６） １１５ （３．９） １２３ （３．４）
郵便・通信 ５５ （２．６） ２５ （３．１） ８０ （２．７） ８７ （２．４）
警察 ５０ （２．４） ２９ （３．５） ７９ （２．７） ８５ （２．４）
刑務所 ４８ （２．３） １０ （１．２） ５８ （２．０） ５８ （１．６）
関税局 ４８ （２．３） ― ― ４８ （１．６） ５０ （１．４）
教育 ３３ （１．６） ６ （０．７） ３９ （１．３） ４８ （１．３）
鉱産物等調査 ２８ （１．４） ６ （０．７） ３４ （１．２） ４７ （１．３）
土着行政府への助成金 ― ― ２７１ （３３．０） ２７１ （９．３） ― ―
その他 ２３０ （１１．０） ８４ （１０．３） ３１４ （１０．８） ３２６ （９．１）
合計 ２，０９６ （１００．０） ８２１ （１００．０） ２，９１７ （１００．０） ３，５９７ （１００．０）
C．財政収支 ＋５７２ ― －２７ ― ＋５４５ ― －５４９ ―



































１１）Revenue Mobilization Allocation and Fiscal Commission（RMAFC）, Report of Revenue Allocation For-
mula , Abuja, December２００２, Chapter３, pp．９―１０を参照。
１２）以下の各委員会については，Teriba, O., “Nigerian Revenue Allocation Experience１９５２―１９６５：A Study
in Inter-Governmental Fiscal and Financial Relations,” Nigerian Journal of Economic and Social Studies,
Vol．８，No．３，November１９６６, pp．３６１―３８２；Uche, C.U. and O.C.Uche, Oil and the Politics of Revenue Allo-
cation in Nigeria , Leiden, African Studies Centre, Working Paper No．５４,２００４, pp．８―３２；Ekpo, A.H., In-
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１３）以下の課税制度については，Adedeji, A., Nigerian Federal Finance : Its Development, Problems and Pros-































年度１） 輸入税 輸出税 消費税 直接税 その他２） 歳入合計
１９２２／２３ １，６３２ （２９．３） ７７５ （１４．０） １５２ （２．７） ・・ ・・ ３，００３ （５４．０） ５，５６２（１００．０）
１９２７／２８ ２，７６４ （４３．８） ５５４ （８．８） ２２３ （３．５） ・・ ・・ ２，７６４ （４３．８） ６，３０５（１００．０）
１９３１／３２ １，６１９ （３３．３） ４３５ （９．０） ２２ （０．４） ２，０２９ （４１．８） ７５３ （１５．５） ４，８５８（１００．０）
１９３５／３６ ２，２５８ （３７．７） ３３７ （５．６） ２８７ （４．８） １，８４４ （３０．７） １，２７０ （２１．２） ５，９９６（１００．０）
１９３９／４０ １，９３０ （３１．６） ３８７ （６．３） １７１ （２．８） ２，１０１ （３４．４） １，５２４ （２４．９） ６，１１３（１００．０）
１９４３／４４ ３，２４７ （２９．８） ６４４ （５．９） １，００７ （９．２） ３，８３３ （３５．１） ２，１８２ （２０．０）１０，９１３（１００．０）
１９４７／４８ ６，９３６ （３７．７） ７０７ （３．８） １，４８７ （８．１） ・・ ・・ ９，２７４ （５０．４）１８，４０４（１００．０）
１９５１／５２ １４，６９７ （２９．２）１０，８２０ （２１．５） ６，５８９ （１３．１） ・・ ・・ １８，２２１ （３６．２）５０，３２７（１００．０）
１９５５／５６ ２６，６６９ （４４．５）１３，９１６ （２３．２） ４，１６８ （７．０） ・・ ・・ １５，１９７ （２５．３）５９，９５０（１００．０）
１９５９／６０ ４０，０６３ （４４．６）１８，４３９ （２０．５） ４，５５６ （５．１） ・・ ・・ ２６，７５７ （２９．８）８９，８１５（１００．０）
１９６３／６４ ６１，１３０ （４９．０）１３，５４３ （１０．９）１２，２８８ （９．８） ・・ ・・ ３７，８７５ （３０．３）１２４，８３６（１００．０）
（注）１）輸入税，輸出税の会計年度は，１月１日～１２月３１日まで。２）１９２２／２３～１９２７／２８，１９４７／４８～１９６３／６４年度は
直接税を含む。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































センサス実施年 １９３１年 １９５２／５３年 １９６３年 １９９１年＊ ２００６年
北部 １１，４３４ （５８．５） １６，８４０ （５５．４） ２９，８０９ （５３．５） ４７，３６９ （５３．２） ７５，２７０ （５３．６）
西部 ３，７２９ （１９．１） ６，０８７ （２０．０） １２，８０２ （２３．０） ２２，８６７ （２５．７） ３５，５７６ （２５．３）
東部 ４，２６６ （２１．８） ７，２１８ （２３．７） １２，３９４ （２２．３） １３，０３１ （１４．６） ２０，４７２ （１４．６）
ラゴス １２６ （０．６） ２７２ （０．９） ６６５ （１．２） ５，７２５ （６．５） ９，１１４ （６．５）
合計 １９，５５５ （１００．０） ３０，４１７ （１００．０） ５５，６７０ （１００．０） ８８，９９２ （１００．０）１４０，４３２（１００．０）
（注）＊１９９２年５月に公表されたセンサス結果では，総人口数が８，８５１万４５０１人となっているが，その後に修正が加
えられたものと思われる（National Population Commission, Federal Republic of Nigeria :１９９１ Population Census,
Provisional Results, Lagos, May１９９２, p．１を参照）。
（出所）（１）Helleiner, G.K., op.cit ., p．４２９.
（２）Federal Office of Statistics, Population Census of Nigeria ,１９６３, Combined National Figures, Vol.III, Lagos,
July１９６８, p．５７.
（３）National Population Commission,２００６ Population and Housing Census of the Federal Republic of Nigeria ,
Priority Tables, Vol.I, Abuja, August２００９, p．９より作成。
１６）National Population Commission, Nigeria : Demographic Health Survey,２０１３, Abuja, June２０１４, p．３を
参照。






１．輸入税３） １１，３８４ （１００．０） ７５，４４８ （１００．０） ８６，８３２ （１００．０）
北部 ２，７６０ （２４．３） ２１，０２５ （２７．９） ２３，７８５ （２７．４）
西部 ５，７７６ （５０．７） ３２，２０９ （４２．７） ３７，９８５ （４３．７）
東部 ２，８４８ （２５．０） ２２，２１４ （２９．４） ２５．０６２ （２８．９）
２．輸出税 ― ― ３０，７５８ （１００．０） ３０，７５８ （１００．０）
北部 ― ― ９，８３７ （３２．０） ９，８３７ （３２．０）
西部 ― ― １５，７４２ （５１．２） １５，７４２ （５１．２）
東部 ― ― ５，１７９ （１６．８） ５，１７９ （１６．８）
３．消費税４） ― ― ９，１２０ （１００．０） ９，１２０ （１００．０）
北部 ― ― ２，９１４ （３２．０） ２，９１４ （３２．０）
西部 ― ― ５，０８０ （５５．７） ５，０８０ （５５．７）
東部 ― ― １，１２６ （１２．３） １，１２６ （１２．３）
４．所得税 ― ― ３，０３８ （１００．０） ３，０３８ （１００．０）
北部 ― ― １，４５４ （４７．９） １，４５４ （４７．９）
西部 ― ― ７８９ （２６．０） ７８９ （ ２．０）６
東部 ― ― ７９５ （２６．１） ７９５ （２６．１）
５．鉱区地代 ― ― ６，４０１ （１００．０） ６，４０１ （１００．０）
ロイヤルティー 北部 ― ― ５，７４４ （８９．７） ５，７４４ （８９．７）
西部 ― ― １７ （ ０．３） １７ （ ０．３）
東部 ― ― ６４０ （１０．０） ６４０ （１０．０）
６．許認可料５） ― ― ６ （１００．０） ６ （１００．０）
北部 ― ― ― ― ― ―
西部 ― ― ４ （６６．７） ４ （６６．７）
東部 ― ― ２ （３３．３） ２ （３３．３）
７．補助金（人口） ８，６３２ （１００．０） ― ― ８，６３２ （１００．０）
北部 ５，１５９ （５９．８） ― ― ５，１５９ （５９．８）
西部 １，５８３ （１８．３） ― ― １，５８３ （１８．３）
東部 １，８９０ （２１．９） ― ― １，８９０ （２１．９）
８．補助金（教育） ７，２２４ （１００．０） ― ― ７，２２４ （１００．０）
北部 １，０９６ （１５．２） ― ― １，０９６ （１５．２）
西部 ２，９９５ （４１．４） ― ― ２，９９５ （４１．４）
東部 ３，１３３ （４３．４） ― ― ３，１３３ （４３．４）
９．補助金（警察） ３，６７１ （１００．０） ― ― ３，６７１ （１００．０）
北部 １，１６８ （３１．８） ― ― １，１６８ （３１．８）
西部 １，３６２ （３７．１） ― ― １，３６２ （３７．１）
東部 １，１４１ （３１．１） ― ― １，１４１ （３１．１）
１０．補助金（移転） ３８３ （１００．０） ― ― ３８３ （１００．０）
北部 ― ― ― ― ― ―
西部 ３８３ （１００．０） ― ― ３８３ （１００．０）
東部 ― ― ― ― ― ―
１１．共同基金 ― ― １０，２９７ （１００．０） １０，２９７ （１００．０）
北部 ― ― ３，０００ （２９．１） ３，０００ （２９．１）
西部 ― ― ２，０００ （１９．４） ２，０００ （１９．４）
東部 ― ― ２，７５０ （２６．７） ２，７５０ （２６．７）
南カメルーン ― ― ２，５４７ （２４．７） ２，５４７ （２４．７）
合計 ３１，２９４ （１００．０） １３５，０６７ （１００．０） １６６，３６１ （１００．０）
北部 １０，１８３ （３２．５） ４３，９７４ （３２．６） ５４，１５７ （３２．６）
西部 １２，０９９ （３８．７） ５５，８４０ （４１．３） ６７，９３９ （４０．８）
東部 ９，０１２ （２８．８） ３２，７０６ （２４．２） ４１，７１８ （２５．１）





























































する北部人民会議（Northern People’s Congress, NPC），東部のイボ人を中心とするナイジェリア・











アで初めて商業量の原油が発見された。原油を発見したのは，シェル石油（Royal Dutch Shell Petro-
leum Company Ltd.）と英国石油（British Petroleum Company Ltd.）が対等の出資比率で１９３７年に




















































１９５９／６０ １９６１／６２ １９６４／６５ １９５９／６０～６４／６５
１．輸入税（煙草） ３，２４２ （１００．０） ３，１００ （１００．０） ３，０６４ （１００．０） １７，９２０ （１００．０）
北部 ５１６ （１５．９） ４８９ （１５．８） ４３９ （１４．３） ２，７９５ （１５．６）
西部 １，１４２ （３５．２） １，１０５ （３５．６） ７６７ （２５．０） ５，７２２ （３１．９）
東部 １，５６５ （４８．３） １，５０６ （４８．６） １，６０３ （５２．３） ８，９３０ （４９．８）
中西部２） ― ― ― ― ２５５ （８．３） ４４２ （２．５）
南カメルーン３） １９ （０．６） ― ― ― ― ３１ （０．２）
２．輸入税（燃料油）１） ４，３４６ （１００．０） ６，１３０ （１００．０） ９，５１７ （１００．０） ４１，９５４ （１００．０）
北部 １，２５７ （２９．０） １，６６５ （２７．２） ２，７５０ （２８．９） １１，９２４ （２８．４）
西部 １，７５３ （４０．３） ２，７４８ （４４．８） ２，９４７ （３１．０） １６，１４７ （３８．５）
東部 １，１８４ （２７．２） １，７１７ （２８．０） ２，８３８ （２９．８） １２，０７６ （２８．８）
中西部２） ― ― ― ― ９８２ （１０．３） １，５６９ （３．７）
南カメルーン３） １５２ （３．５） ― ― ― ― ２３８ （０．６）
３．輸出税 １６，３６９ （１００．０） １３，１６７ （１００．０） １１，９７９ （１００．０） ８１，５３６ （１００．０）
北部 ４，４５１ （２７．２） ５，４７４ （４１．６） ４，６９６ （３９．２） ２９，３６０ （３６．０）
西部 ８，４４７ （５１．６） ５，７４４ （４３．６） ４，０６４ （３３．９） ３６，２１７ （４４．４）
東部 ２，６８５ （１６．４） １，９４９ （１４．８） １，８６４ （１５．６） １２，６０４ （１５．５）
中西部２） ― ― ― ― １，３５５ （１１．３） ２，２３３ （２．７）
南カメルーン３） ７８６ （４．８） ― ― ― ― １，１２２ （１．４）
４．消費税（煙草） ３，６１８ （１００．０） ４，１３２ （１００．０） ５，６６７ （１００．０） ２６，６０３ （１００．０）
北部 １，４４９ （４０．０） １，６７６ （４０．６） ２，３２２ （４１．０） １０，８２４ （４０．７）
西部 １，６１９ （４４．７） １，９３１ （４６．７） １，９７５ （３４．８） １１，２７７ （４２．４）
東部 ５０１ （１３．９） ５２５ （１２．７） ７１２ （１２．６） ３，４０５ （１２．８）
中西部２） ― ― ― ― ６５８ （１１．６） １，０２９ （３．９）
南カメルーン３） ４９ （１．４） ― ― ― ― ６８ （０．２）
５．鉱区地代 ９３２ （１００．０） ４，６６９ （１００．０） ３，６５０ （１００．０） １７，０３６ （１００．０）
ロイヤルティー 北部 ４１４ （４４．４） ４８８ （１０．５） ６５４ （１８．０） ２，２６０ （１３．３）
西部 ７９ （８．５） １，０１９ （２１．８） ６３ （１．７） ２，４９３ （１４．６）
東部 ４１６ （４４．６） ３，１６２ （６７．７） ２，２６４ （６２．０） １１，１００ （６５．２）
中西部２） ― ― ― ― ６６９ （１８．３） １，１６０ （６．８）
南カメルーン３） ２３ （２．５） ― ― ― ― ２３ （０．１）
６．所得税 ７７４ （１００．０） ― ― ― ― １，９９１ （１００．０）
北部 ３３１ （４２．８） ― ― ― ― ８５８ （４３．１）
西部 １８６ （２４．０） ― ― ― ― ４７７ （２４．０）
東部 ２３１ （２９．８） ― ― ― ― ５９８ （３０．０）
中西部２） ― ― ― ― ― ― ― ―
南カメルーン３） ２６ （３．４） ― ― ― ― ５８ （２．９）
７．共同基金（鉱業） ― （１００．０） ２，８１４ （１００．０） ２，１９０ （１００．０） １０，３５６ （１００．０）
北部 ― ― １，１８５ （４２．１） ９２３ （４２．１） ４，１４５ （４０．０）
西部 ― ― ７１１ （２５．３） ４１５ （１９．０） ２，２４０ （２１．６）
東部 ― ― ９１８ （３２．６） ７１４ （３２．６） ３，１７１ （３０．６）
中西部２） ― ― ― ― １３８ （６．３） ８００ （７．８）
南カメルーン３） ― ― ― ― ― ― ― ―
８．共同基金（輸入税） ９，１３７ （１００．０） １２，５９８ （１００．０） １０，５３０ （１００．０） ７２，００２ （１００．０）
北部 ３，６５５ （４０．０） ５，３０４ （４２．１） ６，５７９ （６２．５） ３２，４０４ （４５．０）
西部 ２，１９３ （２４．０） ３，１８７ （２５．３） ２，９６３ （２８．１） １７，８９５ （２４．９）
東部 ２，８３２ （３１．０） ４，１０７ （３２．６） ９８８ （９．４） ２０，９８８ （２９．１）
中西部２） ― ― ― ― ― ― ― ―
南カメルーン３） ４５７ （５．０） ― ― ― ― ７１５ （１．０）
合 計 ３８，４１８ （１００．０） ４６，６１０ （１００．０） ４６，５９７ （１００．０） ２６９，３９８ （１００．０）
北部 １２，０７３ （３１．４） １６，２８１ （３４．９） １８，３６３ （３９．４） ９４，５７０ （３５．１）
西部 １５，４１９ （４０．１） １６，４４５ （３５．３） １３，１９４ （２８．３） ９２，４６８ （３４．３）
東部 ９，４１４ （２４．５） １３，８８４ （２９．８） １０，９８３ （２３．６） ７２，８７２ （２７．１）
中西部２） ― ― ― ― ４，０５７ （８．７） ７，２３３ （２．７）
南カメルーン３） １，５１２ （４．０） ― ― ― ― ２，２５５ （０．８）
（注）１）ガソリン，ディーゼル・オイル。２）１９６３年８月９日に西部州から分離して独立の州になる。３）ナイジェ
リアの独立時（１９６０年１０月１日）に連邦を離脱して，カメルーン共和国（旧仏領）に参加する。




















































































Ita）らが１９５４年に結成した連合独立国民党（United National Independence Party, UNIP），さら
に同党の急進派が分派して，イボ人の K.O.ムバディウェ（Kingsley Ozumba Mbadiwe）らが１９５９
年に結成したナイジェリア・カメルーン民主党（Democratic Party of Nigeria and the Cameroons,
DPNC），西部では，ヨルバ人の O.アウォロウォ（Obafemi Awolowo）らが１９５１年に結成した AG，
北部では，フラニ人のバレワらが１９４９年に結成した NPC，同党の急進派が分派して，フラニ
人のM.M.A.カノ（Mallam Muhammed Aminu Kano）らが１９５０年に結成した北部地域進歩同盟
（Northern Element’s Progressive Union, NEPU），そして中部では，ハウサ－フラニ人の支配を嫌っ
たベロム（Berom）人の J.S.タルカ（Joseph Sarwuan Tarka）らが１９５５年に結成した連合中部ベル
ト会議（United Middle Belt Congress, UMBC）が総選挙に臨んだ。



















２２）Ngou, C.M., “The１９５９Election and Formation of the Independence Government,” in Ekeh, P.P., et al.,
eds., Nigeria since Independence : The First２５ Years, Vol．V., Politics and Constitutions, Ibadan, Heine-
mann Educational Books（Nigeria）,１９８９, p．１０１を参照。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１９４７／４８～５３／５４ ２８．２ １８．８ ０．０ ３５．６ １４０．８ ２２３．４ １８７．８ ２５．０
１９５４／５５～６０／６１ １７．０ ２４．８ ８．９ ５０．２ １４４．６ ２４５．５ １９５．３ ２６．０
１９６１／６２～６６／６７ ３５．４ １５．０ ５．６ ３１．３ ８２．６ １６９．９ １３８．６ ４０．０




１９４７／４８～５３／５４ ３３．８ ３３．１ ０．４ １４．４ ９８．０ １７９．７ １６５．３ ４０．７
１９５４／５５～６０／６１ ９．７ ３３．７ ３．４ １９．１ １４１．３ ２０７．２ １８８．１ ２４．９
１９６１／６２～６６／６７ ２９．１ ２４．４ ５．０ ２８．０ １２４．４ ２１０．９ １８２．９ ２１．０




１９４７／４８～５３／５４ ２７．８ １１．３ ０．４ ２６．７ ５７．３ １２３．５ ９６．８ ４０．８
１９５４／５５～６０／６１ －２．０ ２０．８ ３．６ ５４．５ １１０．８ １８７．７ １３３．２ １６．８
１９６１／６２～６６／６７ １．７ ２３．１ ３．３ ５９．６ １３７．９ ２２５．６ １６６．０ １６．９












している。Helleiner, G.K., Peasant Agriculture, Government, and Economic Growth in Nigeria , Homewood,
Richard D.Irwin,１９６６, pp．１７２―１７８を参照。
２９）United Africa Company Ltd., Statistical and Economic Review , London, No．２４, July１９６０, p．２３；No．２５,







１９５６／５７ １９５８／５９ １９６０／６１ １９６２／６３
１，０００トン ％ １，０００トン ％ １，０００トン ％ １，０００トン ％
パーム油 １８９．９ １００．０ １９０．６ １００．０ １９７．６ １００．０ １２８．５ １００．０
北部 ３．５ １．８ １．９ １．０ １．０ ０．５ ― ―
西部 １８．９ １０．０ １５．４ ８．１ １９．１ ９．７ ７．６ ５．９
東部 １６１．９ ８５．３ １６７．１ ８７．７ １７０．０ ８６．０ １２０．９ ９４．１
南カメルーン２） ５．６ ２．９ ６．２ ３．２ ７．５ ３．８ ― ―
パーム核 ４６１．８ １００．０ ４６０．３ １００．０ ４２８．６ １００．０ ３６２．１ １００．０
北部 １４．２ ３．１ １８．３ ４．０ １８．３ ４．３ １９．３ ５．３
西部 ２３１．６ ５０．２ ２２６．０ ４９．１ １９６．７ ４５．９ １７３．９ ４８．０
東部 ２１１．２ ４５．７ ２１１．０ ４５．８ ２０８．２ ４８．６ １６８．９ ４６．７
南カメルーン２） ４．８ １．０ ５．０ １．１ ５．４ １．２ ― ―
落花生 ３５７．９ １００．０ ５３３．４ １００．０ ６１９．１ １００．０ ８７１．５ １００．０
北部 ３５７．９ １００．０ ５３３．４ １００．０ ６１９．１ １００．０ ８７１．５ １００．０
西部 ― ― ― ― ― ― ― ―
東部 ― ― ― ― ― ― ― ―
南カメルーン２） ― ― ― ― ― ― ― ―
ココア１） １３５．０ １００．０ １４０．３ １００．０ １９５．２ １００．０ １７５．９ １００．０
北部 ０．７ ０．５ ０．６ ０．４ ０．６ ０．３ ０．９ ０．５
西部 １２８．４ ９５．１ １３１．５ ９３．７ １８１．９ ９３．２ １７０．６ ９７．０
東部 １．５ １．１ ２．３ １．６ ３．７ １．９ ４．４ ２．５
南カメルーン２） ４．４ ３．３ ５．９ ４．３ ９．０ ４．６ ― ―
棉花 ７４．４ １００．０ ８９．１ １００．０ １５０．５ １００．０ １４５．８ １００．０
北部 ７３．０ ９８．１ ８７．４ ９８．１ １４９．０ ９９．０ １４４．１ ９８．８
西部 １．４ １．９ １．７ １．９ １．５ １．０ １．７ １．２
東部 ― ― ― ― ― ― ― ―
南カメルーン２） ― ― ― ― ― ― ― ―
ベニシード １６．２ １００．０ １６．３ １００．０ ２７．５ １００．０ ２１．４ １００．０
北部 １５．８ ９７．５ １６．２ ９９．４ ２７．１ ９８．５ ２０．８ ９７．２
西部 ― ― ― ― ― １．５ ― ―
東部 ０．４ ２．５ ０．１ ０．６ ０．４ ０．６ ２．８
南カメルーン２） ― ― ― ― ― ― ― ―
大豆 １６．０ １００．０ ３．３ １００．０ １３．８ １００．０ ２６．６ １００．０
北部 １５．３ ９５．６ ３．１ ９３．９ １３．１ ９４．９ ２５．１ ９４．４
西部 ― ― ― ― ― ― ― ―
東部 ０．７ ４．４ ０．２ ６．１ ０．７ ５．１ １．５ ５．６
南カメルーン２） ― ― ― ― ― ― ― ―
（注）１）ココアの会計年度は１月１日～１２月３１日。２）１９６０年１０月１日にナイジェリア連邦から離脱。
























tus Samuel Okotie-Eboh）と西部州知事の S.L.アキントラ（Samuel Ladoke Akintola）はともにヨ
ルバ人であった。
このクーデターは，２日後に，同じく東部州出身のイボ人でキリスト教徒であった，全軍最高指
令官の J.T.U.アギー－イロンシ（Johnson Thomas Umunankwe Aguiyi-Ironsi）陸軍少将によって鎮
圧され，同陸軍少将が１月２１日に国家元首に就任して連邦軍事政権を掌握した。このクーデターに
３０）World Bank, Nigeria : Option for Long -Term Development, Baltimore, Johns Hopkins University Press,
１９７４, p．１７４を参照。
３１）以下の経緯については，Bennett, V.P. and A.H.M.Kirk-Green, “Back to the Barracks : A Decade of
Marking Time,” in Panter-Brick, K., ed., Soldiers and Oil : The Political Transformation of Nigeria , Lon-
don, Frank Cass，１９７８, pp．１３―２５；Campbell, L., “Reorganization and Military Withdrawal,” in ibid ., pp．７７―
９１；Dent, M.J., “Corrective Government : Military Rule in Perspective,” in ibid ., pp．１０７―１３３；Turner, T.,















































































３２）Joseph, R.A., Democracy and Prebendal Politics in Nigeria : The Rise and Fall of the Second Republic,
































































































































































































































３５）「ダイナ暫定委員会」については，Oyovbaire, S.E., “The Politics of Revenue Allocation,” in Panter-Brick,
K., ed., op.cit., pp．２３８―２４３；Ikein, A.A. and C.Briggs-Anigboh, Oil and Fiscal Federalism in Nigeria : The
Political Economy of Resource Allocation in a Developing Country, Aldershot, Ashgate，１９９８, pp．１３２―１３６を
参照。委員長のダイナは行政官の経歴を持つ経済学者であるが，その他のメンバーは，経済学者３名と




































３６）以下の石油利潤税については，Petroleum Profits Tax Act , Chapter３５４, Laws of Federation of Nigeria
１９９０, Abuja,１st January,２００２；Petroleum Act, Chapter３５０, in ibid . ; Oremade, T., Petroleum Profits Tax
in Nigeria , Ibadan, Evans Brothers（Nigeria Publishers）,１９８６, pp．１０―１２,２３―５１；Lawal, K.T., “Taxation of
Petroleum Profit under the Nigeria’s Petroleum Profit Tax Act,” International Journal of Advanced Legal



















１９７０ １９７１ １９７２ １９７３ １９７４ １９７５ １９７６ １９７７ １９７８
１．直接税 １４４．４ ４５１．２ ６２４．４ ８５２．９ ３，０３１．６ ２，９９０．２ ３，８５２．４ ４，８３９．８ ３，９６２．３
個人所得税 ０．８ n.３） n.３） １．２ １１．１ １５．９ ３．５ ３．３ ３．３
法人税 ４５．８ ６３．０ ８０．４ ７５．５ １４６．１ ２６１．９ ２２２．２ ４７６．９ ５２７．４
石油利潤税 ９７．６ ３８３．２ ５４０．５ ７６９．２ ２，８７２．５ ２，７０７．５ ３，６２４．９ ４，３３０．８ ３，４１５．７
（％）１） （１５．１） （３２．８） （３８．５） （４５．４） （６３．３） （４９．１） （５３．６） （５３．８） （４５．７）
その他 ０．２ ５．０ ３．５ ７．０ １．９ ４．９ １．８ ２８．８ １５．９
２．間接税 ３６９．４ ４９１．２ ４８１．１ ５１６．２ ４９８．２ ７６０．６ ８８２．７ １，１４５．６ １，６９８．２
輸入税 ２１５．６ ２８４．８ ２７４．４ ３０７．９ ３２８．３ ６２９．３ ７２４．３ ９６４．２ １，４３６．２
輸出税 ４１．２ ３７．８ ２６．９ １２．３ ５．５ ５．８ ６．１ ４．２ ２．８
消費税 １１２．６ １６８．６ １７９．８ １９６．０ １６４．４ １２５．５ １５２．３ １７７．２ ２５９．２
３．利子・再支払 ２６．４ ３６．６ ４４．８ ４９．８ １２７．１ １６２．７ １８９．０ ２６６．１ ５２３．６
４．地代・ロイヤルティー ６８．８ １２７．０ ２２３．８ ２４６．８ ８５４．２ １，５６４．０ １，７４０．３ １，７４９．８ １，２３８．４
５．その他 ２４．２ ６３．０ ３０．７ ２９．６ ２５．４ ３７．１ １０１．５ ４１．１ ４６．８
合 計 ６３３．２ １，１６９．０ １，４０４．８ １，６９５．３ ４，５３６．５ ５，５１４．６ ６，７６５．９ ８，０４２．４ ７，４６９．３
石油収入計（％）２） （２６．３） （４３．７） （５４．４） （６０．０） （８２．１） （７７．５） （７９．３） （７５．６） （６２．３）
（注）１）歳入合計に占める石油利潤税の割合。２）歳入合計に占める石油利潤税，鉱区地代・ロヤルティーの割合。
３）１０万ナイラ以下。




































３７）以下の「アボヤデ専門委員会」については，Ikein, A.A. and C.Briggs-Anigboh, op.cit., pp．１４３―１５３；Ekpo,
A.H., op.cit., pp．１８―２０を参照。
３８）Gboyega, A.E. and O.Oyediran, “A View from Ibadan,” in Panter-Brick, K., ed., op.cit., pp．２６０,２６２を参
照。




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これらの５政党とは，旧 NPCを継承し，フラニ人の S.A.U.シャガリ（Shehu Aliyu Usman Sha-
gari）が主導する，北部保守派のナイジェリア国民党（National Party of Nigeria, NPN），旧 NEPU
を継承し，フラニ人のカノが主導する，北部急進派の人民救済党（People’s Redemption Party, PRP），
旧 NCNCを継承し，東部イボ人のアジキィウェが主導する，中道的なナイジェリア人民党（Nige-
rian People’s Party, NPP），NPPから分派して，北部カヌリ（Kanuri）人のW.イブラヒム（Waziri
Ibrahim）が結成した，中道右派の大ナイジェリア人民党（Great Nigerian People’s Party, GNPP），
および旧 AGを継承し，西部ヨルバ人のアウォロウォが主導する，中道左派のナイジェリア統一




















４０）第二共和政の政治状況については，Joseph, R.A.,op.cit., pp．９１―１９８；Falola, T., and J.Ihonvbere, The Rise
and Fall of Nigeria’s Second Republic：１９７９―８４，London, Zed Books,１９８５, pp．４６―８０，２０６―２３２；Bamisaye,
O.A., “Political Parties and National Integration in Nigeria,１９６０―１９８３,” in Eleazu, U., ed., Nigeria : The
First２５ Years, Ibadan, Heinemann Educational Books（Nigeria）,１９８８, pp．３４―４３を参照。
４１）The Constitution１９７９, Chapter VI, The Executive, Part I, Federal Executive, A, The President of the
Federation,１２６―Election（２）―（a）,（b）を参照。













政党１） NPN PRP GNPP NPP UPN NAP
合計
主要支持地域 北部 北部 北部 東部 西部 西部
１．１９７９年総選挙
連邦上院議会 ３６ ７ ８ １６ ２８ ― ９５４）
（％） （３７．９） （７．３） （８．４） （１６．９） （２９．５） （―） （１００．０）
連邦下院議会 １６８ ４９ ４３ ７８ １１１ ― ４４９４）
（％） （３７．４） （１０．９） （９．６） （１７．４） （２４．７） （―） （１００．０）
州知事 ７ ２ ２ ３ ５ ― １９
（％） （３６．８） （１０．５） （１０．５） （１５．９） （２６．３） （―） （１００．０）
大統領２） １２ ２ ３ ３ ６ ― ２６
（％）３） （３３．８） （１０．３） （１０．０） （１６．７） （２９．２） （―） （１００．０）
２．１９８３年総選挙
大統領２） １６ １ ０ ４ ７ ０ ２８
（％）３） （４７．３） （４．１） （２．５） （１３．９） （３１．０） （１．２） （１００．０）
州知事 １２ １ ０ ２ ４ ０ １９
（％） （６３．１） （５．３） （０．０） （１０．５） （２１．１） （０．０） （１００．０）
連邦上院議会 ６１ ５ １ １３ １６ ０ ９６４）
（％） （６３．５） （５．２） （１．０） （１３．５） （１６．８） （０．０） （１００．０）
連邦下院議会 ２６４ ４１ ０ ４８ ３３ ０ ３８６４）




（出所）（１）Falola, T. and J.Ihonvbere, The Rise and Fall of Nigeria’s Second Republic,１９７９―８４, London, Zed Books,
１９８５, pp．２２０―２２３.
（２）Joseph, R.A., Democracy and Prebendal Politics in Nigeria, : The Rise and Fall of the Second Republic , Cam-








































づいて作成されている（RMAFC, Report of Revenue…, Chapter３, p．１７を参照）。













州 連邦政府 州政府 地方政府 特別基金 人口数 ３基準１） その他２） 支持政党３） 人口数４） 面積５）
１．連邦政府 ７０ ２０ １０ ― ６０ ４０ ― NPN
２．北部
ソコト６） ５０ ４０ １０ ― ５０ ５０ ３０ NPN ４．５ ３６．３
カドゥナ ４０ ４０ １５ ５ ４０ ２５ ３５ NPN ４．１ ６８．９
バウチ ４５ ４０ １５ ― ２５ ７５ ― NPN ２．４ ６６．５
ベヌエ ４５ ４０ １０ ５ ２５ １２．５ ６２．５ NPN ２．４ ４７．８
クワラ ５０ ３８ １２ ― ４０ ５０ １０ NPN １．７ ６０．４
ナイジャー６） ４０ ４５ １０ ５ ― １５ ７５ NPN １．２ ７５．０
ボルノ６） ４０ ５０ １０ ― ２０ ２５ ５０ GNPP ３．０ １１６．６
ゴンゴラ ４０ ４０ １５ ５ ― ５０ ５０ GNPP ２．６ ９９．７
カノ ４０ ４０ １５ ５ ７５ １５ １０ PRP ５．８ ４２．６
プラトー ４０ ３５ １０ １５ ２０ ６５ １５ NPP ２．０ ２０．８
３．西部
オヨ ３０ ５７ １０ ３ ７０ １０ ２０ UPN ５．２ １８．０
オンド ３０ ６０ １０ ― ２０ ４５ ３５ UPN ２．７ １３．４
ベンデル ２８ ５５ １５ ２ ４０ ６０ ― UPN ２．５ ３９．０
オグン ４０ ５０ １０ ― ２０ ５０ ３０ UPN １．６ １６．４
ラゴス ４０ ５０ １０ ― ３０ ３０ ４０ UPN １．４ １４．７
４．東部
クロス・リヴァー ５０ ４０ １０ ― ４０ ４０ ２０７） NPN ３．５ ２７．８
リヴァーズ ４５ ４５ １０ ― ２５ ２５ ５０７） NPN １．７ １５．２
アナムブラ ４０ ４５ １０ ５ ５０ ５０ ― NPP ３．６ １７．０
































































































































































る。The Constitution１９７９, Chapter V, The Legislature, Part I, National Assembly, C, Qualifications for
Membership of National Assembly and Right of Attendance,６１―Qualifications for Election ; D, Elections to
National Assembly,７１―Direct Election and Franchise ; Chapter VI, The Executive, Part１, Federal Execu-
tive, A, The President of the Federation,１２４―Election of the President ; Part II, State Executive, A, The









５０）Falola, T., and J.Ihonvbere, op.cit., pp．２２１―２２２を参照。
５１）例えば，アナムブラ州の知事選挙では，当初，NPNの候補者が当選したと発表されたが，これを不服
とした NPP側が訴訟に持ち込み，州裁判所は NPP候補者の逆転当選を決定した。ところが，連邦裁判
所はその判決を覆し，元の NPN候補者の当選が確定した。Africa Research Bulletin : Political, Social and




州 １９７９年選挙 １９８３年選挙 増減 増加率（％）
ベヌエ NPN 北部 １．０５ ２．４０ １．３５ １２８．６
リヴァーズ NPN 東部 １．４０ ３．０１ １．６１ １１５．０
カドゥナ NPN 北部 ３．４０ ６．７４ ３．３４ ９８．２
クロス・リヴァー NPN 東部 ２．４０ ３．３６ ０．９６ ４０．０
ソコト NPN 北部 ３．７０ ５．１２ １．４２ ３８．４
バウチ NPN 北部 ２．０８ ２．６８ ０．６０ ２８．９
ナイジャー NPN 北部 １．０４ １．２８ ０．２４ ２３．１
クワラ NPN 北部 １．０８ １．３１ ０．２３ ２１．３
ベンデル UPN 西部 ２．３０ ３．１５ ０．８５ ３７．０
オンド UPN 西部 ２．４０ ３．０６ ０．６６ ２７．５
ラゴス UPN 西部 １．８０ ２．２３ ０．４３ ２３．９
オグン UPN 西部 １．６０ １．８５ ０．２５ １５．６
オヨ UPN 西部 ４．５０ ５．１４ ０．６４ １４．２
アナムブラ NPP 東部 ２．６０ ３．５３ ０．９３ ３５．８
イモ NPP 東部 ３．４０ ４．５２ １．１２ ３２．９
プラトー NPP 北部 １．６０ １．５４ －０．０６ －３．８
ゴンゴラ GNPP 北部 ２．２０ ２．９６ ０．７６ ３４．６
ボルノ GNPP 北部 ２．７０ ３．５８ ０．８８ ３２．６
カノ PRP 北部 ５．１０ ７．６０ ２．５０ ４９．０
連邦首都領 ― ― ― ０．２１ ― ―
合計 ― ― ４７．４０ ６５．３０ １７．９０ ３７．８
（注）＊１９７９年総選挙で当選した州知事の所属政党。NPN：ナイジェリア国民党，UPN：ナイジェリア統一党，NPP：
ナイジェリア人民党，GNPP：大ナイジェリア人民党，PRP：人民救済党。









































































５３）１９８３年クーデターに対する国民のこうした反応については，”Nigeria’s December３１Coup,” West Africa ,




































Ibid ., p．２０；Daily Times, Lagos,２９th August,１９８５を参照。
５５）なお，この NNOCは，１９７７年４月に石油資源省を併合して新たな国営石油公社（Nigerian National Pe-
troleum Corporation, NNPC）に改組され，連邦軍事政権による石油政策が一本化・強化されている。NNPC,





















１９５８ １５５ １ ０．６ ２６５ ２ ０．８ ０．５ １．５７
１９５９ １７８ ２ １．１ ３２１ ５ １．６ １．１ １．９８
１９６０ ２２４ ３ １．３ ３３９ ９ ２．７ １．７ ２．１０
１９６１ ２３０ １７ ７．４ ３４７ ２３ ６．６ ４．６ ２．０４
１９６２ ２３２ １７ ７．３ ３３７ ３４ １０．１ ６．７ １．９６
１９６３ ２４９ １０ ４．０ ３７９ ４０ １０．６ ７．６ ２．１５
１９６４ ２９９ １６ ５．４ ４２９ ６４ １４．９ １２．０ ２．１８
１９６５ ３２２ ２９ ９．０ ５３９ １３６ ２５．２ ２７．２ ２．０６
１９６６ ３３９ ４５ １３．３ ５６８ １８４ ３２．４ ４１．８ １．９１
１９６７ ３００ ４２ １４．０ ４８６ １４５ ２９．８ ３１．９ ２．１７
１９６８ ３００ ４１ １３．７ ４２２ ７４ １７．５ １４．２ ２．１７
１９６９ ４３６ ７５ １７．２ ６３６ ２６２ ４１．２ ５４．０ ２．１７
１９７０ ６３４ １６７ ２６．３ ８８６ ５１０ ５７．６ １０８．４ ２．１７
１９７１ １，１６９ ５１０ ４３．６ １，２９３ ９５３ ７３．７ １５３．１ ２．４２
１９７２ １，４０５ ７６４ ５４．４ １，４３４ １，１７６ ８２．０ １８１．８ ３．１８
１９７３ １，６９５ １，０１６ ５９．９ ２，２７８ １，８９４ ８３．１ ２０５．６ ３．５６
１９７４ ４，５３７ ３，７２４ ８２．１ ５，７９５ ５，３６６ ９２．６ ２２５．６ １４．６９
１９７５ ５，５１５ ４，２７２ ７７．５ ４，９２６ ４，５６３ ９２．６ １７８．５ １１．６６
１９７６ ６，７６６ ５，３６５ ７９．３ ６，７５１ ６，３２２ ９３．６ ２０７．１ １３．７１
１９７７ ８，０４２ ６，０８１ ７５．６ ７，６３１ ７，０７２ ９２．７ ２０９．９ １５．２９
１９７８ ７，３７１ ４，５５６ ６１．８ ６，０６４ ５，４０２ ８９．１ １８９．７ １５．１８
１９７９ １０，９１２ ８，８８１ ８１．４ １０，８３４ １０，１６７ ９３．８ ２３０．５ １５．７３
１９８０ １５，２３４ １２，３５３ ８１．１ １４，１８７ １３，６３２ ９６．１ ２０５．５ ３４．５０
１９８１ １３，２９１ ８，５６４ ６４．４ １１，０２３ １０，６８１ ９６．９ １４４．０ ４０．０２
１９８２ １１，４３４ ７，８１５ ６８．３ ８，２０６ ８，００３ ９７．５ １２９．０ ３６．５２
１９８３ １０，５０９ ７，２５３ ６９．０ ７，５０３ ７，２０１ ９６．０ １２３．６ ３５．５２
１９８４ １１，２５３ ８，２６９ ７３．５ ９，０８８ ８，８４１ ９７．３ １３８．８ ３０．０２
１９８５ １５，０５０ １０，９２４ ７２．６ １１，７２１ １１，２２４ ９５．８ １４９．９ ２８．０２
１９８６ １２，５９６ ８，１０７ ６４．４ ８，９２１ ８，３６７ ９３．８ １４６．４ ２８．６５
１９８７ ２５，３８１ １９，０２７ ７５．０ ３０，３６１ ２８，２０９ ９２．９ １２７．０ １５．８０
１９８８ ２７，５９７ １９，８３２ ７１．９ ３１，１９３ ２８，４３５ ９１．２ １３８．９ １６．８５
１９８９ ５３，８７０ ３９，１３１ ７２．６ ５７，９７１ ５５，０１７ ９４．９ １６８．３ １８．００
１９９０ ９８，１０２ ７１，８８７ ７３．３ １０９，８８６ １０６，６２７ ９７．０ １８３．８ ２０．０２
１９９１ １００，９９２ ８２，６６６ ８１．９ １２１，５３５ １１６，８５８ ９６．２ １９５．４ ２１．３０
１９９２ １９０，４５３ １６４，０７８ ８６．２ ２０５，６１２ ２０１，３８４ ９７．９ １９６．１ １８．６５
１９９３ １９２，７６９ １６２，１０２ ８４．１ ２１８，７７０ ２１３，７７９ ９７．７ ２０６．７ １７．５５
１９９４ ２０１，９１１ １６０，１９２ ７９．３ ２０６，０５９ ２００，７１０ ９７．４ ２０６．８ １４．５８
１９９５ ４５９，９８７ ３２４，５４８ ７０．６ ９５０，６６１ ９２７，５６３ ９７．６ ２０５．９ １６．２５
１９９６ ５２３，５９７ ４０８，７８３ ７８．１ １，３０９，５４３ １，２８６，２１６ ９８．２ ２２４．８ １９．３３
１９９７ ５８２，８１１ ４１６，８１１ ７１．５ １，２４１，６６３ １，２１２，４９９ ９７．７ ２２５．０ ２４．０４
１９９８ ４６３，６０９ ３２４，３１１ ７０．０ ７５１，８５７ ７１７，７８７ ９５．５ ２２５．０ １４．１８
１９９９ ９４９，１８８ ７２４，４２３ ７６．３ １，１８８，９７０ １，１６７，４７７ ９８．２ ２１２．０ １１．０５
２０００ １，９０６，１６０ １，５９１，６７６ ８３．５ １，９４５，７２３ １，９２０，９００ ９８．７ ２２７．０ ２６．４５
２００１ ２，２３１，６００ １，７０７，５６３ ７６．５ １，８６７，９５４ １，８３９，９４５ ９８．５ ２３７．０ ２６．４６
２００２ １，７３１，８３４ １，２３０，８５１ ７１．１ １，７４４，１７８ １，６４９，４４６ ９４．６ ２０２．９ １９．６０
２００３ ２，５７５，０９６ ２，０７４，２８１ ８０．６ ３，０８７，８８６ ２，９９３，１１０ ９６．９ ２３１．３ ３１．６７
２００４ ３，９２０，５００ ３，３５４，８００ ８５．６ ４，６０２，７８２ ４，４８９，４７２ ９７．５ ２４９．４ ３１．１６
２００５ ５，５４７，５００ ４，７６２，４００ ８５．８ ７，２４６，５３５ ７，１４０，５７９ ９８．５ ２５１．７ ４４．８６
２００６ ５，９６５，１０２ ５，２８７，５６７ ８８．６ ７，３２４，６８１ ７，１９１，０８６ ９８．２ ２３８．１ ６３．８６
２００７ ５，７１５，６００ ４，４６２，９１０ ７８．１ ８，１２０，１４８ ７，９５０，４３８ ９７．９ ２２０．０ ５６．３７
２００８ ７，８６６，６００ ６，５３０，６００ ８３．０ １０，１６１，４９０ ８，７５１，７５９ ８６．１ ２１０．６ ９３．９７
２００９ ４，８４４，６００ ３，１９１，９００ ６５．９ ８，３５６，３８６ ７，３２１，４２６ ８７．６ ２１３．８ ４５．５２
２０１０ ７，３０３，７００ ５，３９６，１００ ７３．９ １１，４９０，２９８ １０，１２０，５７８ ８８．１ ２４５．５ ７５．６０
２０１１ １１，１１６，８００ ８，８７９，０００ ７９．９ １４，８２２，６００ １４，３２３，２００ ９６．６ ２３７．３ ９９．２６
２０１２ １０，６５４，０００ ８，０２６，０００ ７５．３ １４，７３６，１００ １４，２６０，０００ ９６．８ ２３３．６ １１３．３５




（出所）（１）Schatzl, L.H., Petroleum in Nigeria , Ibadan, Oxford University Press,１９６９, p．６３.
（２）Eleazu, U. ed., Nigeria : The First２５ Years , Lagos, Infodata,１９８８, p．５６２.
（３）Ikeh, G., The Nigerian Oil Industry : First Three Decades（１９５８―１９８８）, Lagos, Starledger Communications,１９９０, p．２２９.
（４）Ikein, A.A. and C.Briggs-Anigboh, op.cit ., p．３４６.
（５）Central Bank of Nigeria, Statistical Bulletin , Golden Jubilee Edition, Abuja,２００８, pp．９１―９３,２０５―２０７.
（６）Do., Statistical Bulletin２０１３,２０１３, Abuja, Table B．１．１, Table D．１．１．
（７）Do., Annual Report , Abuja, 各年版。
（８）Nigerian National Petroleum Corporation, Annual Statistical Bulletin , Lagos/Abuja，各年版より作成。
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５６）以上の事態については，Bangura, Y, R.Mustapha, and S.Adamu, “The Deepening Economic Crisis and
Its Political Implications,” Africa Development, Vol．９, No．３, July/September１９８４, pp．６２―６３；Quarterly
Economic Review of Nigeria , No．２,１９８３, pp．９―１０を参照。
第１９表 ナイジェリアの「経済安定化法」に基づく主要関税率：１９８２年４月
（単位：％）
品目 旧税率 新税率 品目 旧税率 新税率
１．食料品 農業用トラクター１） － ２５
米１） ２０ ３０ 運搬用トラクター１） － １００
小麦粉１） １５ ３０ 灯油ストーブ・同部品 － １０
砂糖１） ２５ ６０ カメラ・同部品 ５０ １００
茶１） １０ ５０ 電気扇風機 ７５ １５０
乾し魚 ３０ ５０ 同部品 １０ ５０
インスタント・コーヒー ６６ ７５ テレビ・ラジオ ７５ １５０
トマト・ペースト ７５ １００ 同部品 ２０ ５０
２．工業品 自転車，三輪車１） － ５
人造糸，綿糸１） １０ ３０ オートバイ・同部品１） １０ ２０
純正マドラス木綿１） １００ ２００ 乗用車２） － ５００
ゴム引き織物 － ５０ 同部品
刺繍用生地 － ５０ ラゴス地区３） － ２５
印刷用紙１） １０ ４０ カドゥナ地区３） － １５
哺乳瓶 ７５ ５０ ３．工業品（CKD方式）４）
ベビー用クリーム ２００ ３３ 置時計・腕時計 ５０ １００
セメント１） － ２０ オートバイ，自転車１） １０ ２０
構造用鋼鉄材 ３０ ４０ トラック，トラクター１）
発電機 － １０ ラゴス地区 － ２０
バッテリー ６０ １００ イバダン地区 － １０
船外エンジン － １０ エヌグ・他地区 － ８
配達用小型バン１） ２０ １００ カノ・他地区 － ５
（注）１）輸入ライセンスが必要な配給制限品目。２）２，５００cc以上。３）１，８００～２，０００cc。４）CKD方式：完全ノック・
ダウン方式。




１９７９ １９８１ １９８３ １９８５ １９８７ １９８９
A．公的債務
１．公的債務（億ナイラ） ８８．９ １３７．８ ３２８．０ ４５２．４ １，３７５．８ ２，９７４．４
国内債務 ７２．８ １１４．５ ２２２．２ ２７９．５ ３６７．９ ５７０．５
対外債務 １６．１ ２３．３ １０５．８ １７２．９ １，００７．９ ２，４０３．９
連邦政府（％） （８９．６） （８９．４） （８１．１） （８０．７） （８４．９） （８４．５）
州政府・他（％） （１０．４） （１０．６） （１８．９） （１９．３） （１５．１） （１５．５）
２．対外債務（億ドル） ６２．３ １２０．１ １８５．４ １９５．５ ３０８．９ ３２７．７
短期債務 ２２．８ ４４．２ ５０．６ ５０．０ １６．４ ７．０
長期債務 ３９．５ ７５．９ １３４．８ １４５．５ ２９２．５ ３２０．７
民間非保証 ７．１ １３．５ １３．０ １４．１ ５．５ ４．１
公的保証 ３２．４ ６２．４ １２１．８ １３１．４ ２８７．０ ３１６．６
３．長期対外債務返済（億ドル） ３．９ １３．０ ２１．６ ４０．７ １０．０ １９．６
公的資金源 ２．６ ９．０ １８．９ ３９．０ ８．５ １９．４
民間資金源 １．３ ４．０ ２．７ １．７ １．５ ０．２
４．長期対外債務借入条件
公的資金源
平均利子率（％） ５．９ ８．３ １０．９ ８．９ ７．９ ６．７
平均返済期間（年） １６．８ １８．８ １１．１ １６．４ １６．１ ２１．４
民間資金源
平均利子率（％） １１．２ ９．３ ９．８ ８．９ ７．８ ８．６
平均返済期間（年） ８．９ ９．９ ８．２ １１．１ ８．７ ８．７
５．長期対外債務諸指標（％）
債務累積額／GNP ８．１ １２．９ ２１．０ ２２．２ １３３．９ １１９．１
債務返済額／商品輸出額 ２．３ ７．２ ２０．９ ３１．０ １３．３ ２５．０
債務返済額／外貨準備高 ６．７ ３１．２ １７２．６ ２１５．０ ６７．３ ９６．３
外貨準備高／月間輸入額１） ６．０ ２．６ １．３ ３．０ ４．４ ６．６
B．連邦政府財政収支（１０億ナイラ）
１．連邦歳入 １０．４ １２．０ １０．８ １４．６ ２５．１ ５０．２
石油収入 ８．５ ８．６ ７．３ １０．９ １９．０ ４１．３
非石油収入 １．９ ３．４ ３．５ ３．１ ５．７ ７．９
連邦政府独自収入２） ― ― ― ０．６ ０．４ １．０
２．連邦会計 １０．４ １２．０ １０．８ １４．０ ２４．７ ４９．２
各州政府交付金３） ３．０ ４．９ ４．２ ５．０ ９．０ １４．３
安定化基金等 ― ― ― ― １．２ １５．２
連邦政府交付金 ７．４ ７．１ ６．６ ９．０ １４．５ １９．７
３．連邦政府歳入 ７．４ ７．１ ６．６ ９．６ １６．１ ２６．７
連邦会計交付金 ７．４ ７．１ ６．６ ９．０ １４．５ １９．７
連邦政府独自収入２） ― ― ― ０．６ ０．４ １．０
安定化基金等 ― ― ― ― １．２ ６．０
４．連邦政府歳出 ９．９ １０．８ １１．７ １２．６ ２２．０ ４１．０
経常支出 ２．１ ４．３ ４．２ ４．３ ９．４ １２．７
資本支出 ６．８ ５．７ ６．４ ５．４ ６．４ ９．０
債務返済 １．０ ０．８ １．１ ２．９ ６．２ １９．３
国内債務 ０．９ ０．３ ０．４ １．９ ３．８ ６．１
対外債務 ０．１ ０．５ ０．７ １．０ ２．４ １３．２
５．連邦政府財政収支 －２．５ －３．７ －５．１ －３．０ －５．９ －１４．３
６．連邦政府財政金融 ２．５ ３．７ ５．１ ３．０ ５．９ １４．３
国内借入 ０．８ ３．５ ７．４ ２．３ ８．４ １０．０
対外借入 ０．８ ０．４ １．１ １．０ ０．８ ５．７
特別基金等 ０．９ －０．２ －３．４ －０．３ －３．３ －１．４
（注）１）手持ちの外貨準備高で輸入可能な商品価額で，単位はヵ月。２）中央銀行からの移転を含む。３）１９８３～８７
年は特別基金等を含む。
（出所）（１）World Bank, World Debt Tables : External Debt of Developing Countries, Washington, D.C., 各年版。
（２）IMF, International Financial Statistics Yearbook, Washington, D.C., 各年版。



































５８）Central Bank of Nigeria, Annual Report and Statement of Accounts１９８３, Lagos,１９８４, p．１１６を参照。
５９）Ibid .,１９８４, Lagos,１９８５, p．１１７を参照。








































６１）NRMAFCの勧告案については，Ekpo, A.H., op.cit., pp．２２―２３を参照。
６２）１９８９年１２月～１９９２年６月における，NRMAFCとババンギダ連邦軍事政権のやり取りについては，





















ベニン大学副学長の S.J.クッキー（Samuel Joseph Kookey）を局長とし，９名の大学教員，１名の
政治学者，３名の実業家，２名の労働者団体（NLC）代表者，および全国婦人協会（National Coun-











６３）政治局のメンバー構成については，”Nigeria : Civilian Rule in１９９０，” West Africa , London,２０th January,
１９８６, p．１５２を参照。なお，この政治局は，そのメンバー構成からも窺えるように，いわゆる政府の御用
委員会ではなく，かなり自由な議論を期待されたように思われる。




































６５）政治局の勧告とそれに対する連邦政府の見解については，”Nigeria : Towards１９２２,”（I）～（V）, Ibid .,３rd




Constitution１９７９, Chapter７, The Judicature, Part II, State Court, B, Sharia Court of Appeal of a State,
２４０―Establishment of Sharia Court of Appealを参照。
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北部９州 中部７州 西部７州 東部７州 連邦首都領 合 計
１．有権者数（１９９２年）１） １３，４８５ ７，１８５ ９，７４６ ８，４９３ １５３ ３９，０６２
２．党員数１）
国民共和会議（NRC） １，５００ ８００ １，３２２ １，３１３ ２２ ４，９５７
社会民主党（SDP） １，２２８ ８１９ １，３９０ １，２４３ １６ ４，６９６
３．総選挙２）
地方政府評議会議長３）
国民共和会議（NRC） ９４ ２７ ３０ ５３ ２ ２０６
社会民主党（SDP） ６４ ４６ ７４ ４５ ２ ２３１
地方政府評議会議員３）
国民共和会議（NRC） ９５３ ４２４ ４１２ ７４４ ２９ ２，５６２
社会民主党（SDP） ７６１ ５８７ ８６９ ７０１ １６ ２，９３４
州知事４）
国民共和会議（NRC） ６ ３ １ ６ ― １６
社会民主党（SDP） ３ ３ ６ １ ― １３
州議会議員４）
国民共和会議（NRC） ２１７ ９３ ５２ １５９ ― ５２１
社会民主党（SDP） １４０ １１５ ２１８ １１１ ― ５８４
連邦上院議員５）
国民共和会議（NRC） １４ ８ ０ １５ ０ ３７
社会民主党（SDP） １１ １３ ２１ ６ １ ５２
連邦下院議員５）
国民共和会議（NRC） １０６ ４６ １４ ９１ ３ ２６０
社会民主党（SDP） ８３ ６８ １２２ ４１ １ ３１５
大統領６）
国民共和会議（NRC） ６１ ４５ １８ ５１ ４８ ４２




（出所）（１）Balogun, K., Nigeria : June１２ Election , Osogbo, Africanus Publishers,１９３３, pp．１４―１５.
（２）Oyediran, O. and A.Agbaje, ”Two-Partyism and Democratic Transition in Nigeria,” Journal of Modern African
Studies, Vo．２９, No．２,１９９１, p．２１５.
（３）West Africa , London,１４th―２０th June,１９９３, p．１００６.
（４）Africa Research Bulletin : Plitical, Social and Cultural Series, Vol．２８, No．１１, November１９９１, pp．１０３８４―














































党（All People’s Party, APP）が１９２名の同評議会議長と２，５７６名の評議員（同３５．３％），および民主


















イジェリア人民党（All Nigeria People’s Party, ANPP）から出馬したブハリもまた，１９８４年１月～１９８５
年８月に連邦軍事政権を担当している（前掲第９表を参照）。さらに，東部のイボ人を中心に新た








６８）１９９８年１２月に実施された地方政府評議会選挙の結果については，Economic Intelligence Unit, Country












人民民主党（PDP） ２１ ５９ ２０６ O.オバサンジョ ６２．８ １，８７４
全人民党（APP）１） ９ ２９ ７４ S.O.ファラエ ３７．２ １，１１１
民主同盟（AD）２） ６ ２０ ６８
空席 ０ １ １２ ― ― ―
合 計 ３６ １０９ ３６０ ２ １００．０ ２，９８５
２．２００３年総選挙
人民民主党（PDP） ２８ ７６ ２２３ O.オバサンジョ ６２．０ ２，４４６
全ナイジェリア人民党（ANPP） ７ ２７ ９６ M.ブハリ ３２．２ １，２７１
民主同盟（AD）２） １ ６ ３４ ― ― ―
全進歩大同盟（APGA） ０ ０ ２ C.O.オジュクゥ ３．３ １３０
その他 ０ ０ ５ １７ ２．５ １０１
空席 ０ ０ ０ ― ０．０ ０
合 計 ３６ １０９ ３６０ ２０ １００．０ ３，９４８
３．２００７年総選挙
人民民主党（PDP） ２５ ８７ ２６３ U.M.ヤラドゥア ６９．６ ２，４６４
全ナイジェリア人民党（ANPP） ７ １４ ６３ M.ブハリ １８．７ ６６１
行動会議（AC）３） １ ６ ３０ A.アブバカール ７．４ ２６４
全進歩大同盟（APGA） １ ０ ０ C.O.オジュクゥ ０．５ １６
進歩人民同盟（PPA） １ １ ３ O.U.カル １．７ ６１
労働党（LP） １ ０ １ ― ― ―
その他 ０ １ ０ ２０ ２．１ ７４
空席 ０ ０ ０ ― ― ―
合 計 ３６ １０９ ３６０ ２５ １００．０ ３，５４０
４．２０１１年総選挙
人民民主党（PDP） ２３ ７１ １９９ G.ジョナサン ５８．９ ２，２５０
全ナイジェリア人民党（ANPP） ３ ７ ２７ I.シェカラウ ２．４ ９２
ナイジェリア行動会議（ACN） ６ １８ ６９ N.リバドゥ ５．４ ２０８
全進歩大同盟（APGA） ２ １ ６ ― ―
進歩変化会議（CPC） １ ７ ３７ M.ブハリ ３２．０ １，２２１
労働党（LP） １ ４ ８ ― ― ―
民主人民党（DPP） ０ １ ２ ― ― ―
その他 ０ ０ ６ １６ １．３ ５０
空席 ０ ０ ６ ― ― ―
合 計 ３６ １０９ ３６０ ２０ １００．０ ３，８２１
（注）１）２００６年に全ナイジェリア人民党に統合。２）２００６年に行動会議に統合。３）２０１０年にナイジェリア行動会議
に名称変更。
（出所）（１）Economic Intelligence Unit, Country Report, Nigeria , London,２nd Quarter,１９９９, p．１５；May２００３, pp．１２―
１４；May２００７, pp．１３―１４；May２０１１, pp．１１―１３.
（２）TRIPOD, African Elections Database, Elections in Nigeria ,（http : //africanelections.tripod.com/ng.htm/,
２０１４年７月３１日にアクセス）
（３）European Union, Election Observation Mission, Nigeria : Final Report, General Elections, April２０１１, pp．４９―
５１,１２１―１２７.





















こうした中で，PDPを離党した反オバサンジョ派の O.U.カル（Orji Uzor Kalu）が，新たに結党
















































































た進歩変化会議（Congress for Progressive Change, CPC）から出馬して，３度目の挑戦を行なっ
た。CPCは，ANPP内の分派闘争の結果として結成された政党であり，とりわけ連邦上・下両院
議員選挙では，ANPPと議席数をほぼ同等に分け合った（前掲第２２表を参照）。また，ANPPから
はカノ州知事の I.シェカラウ（Ibrahim Shekarau），２０１０年に ACから名称変更したナイジェリア行





６９）The Constitution １９９９, ５th May,１９９９, Chapter VI, The Executive, Part I, Federal Executive, A, The
President of the Federation,１３６―Death, etc. of President-elect before oath of officeを参照。
第２図 ナイジェリアにおける大統領選挙結果：２０１１年４月１６日

































なお，この「歳入動員配分財政委員会」（Revenue Mobilization Allocation and Fiscal Commission,
RMAFC）は，１９９９年９月に，オバサンジョ政権によって正式に発足した。
７０）州別，政党別の選挙結果については，Gberie, L., “The２０１１Elections in Nigeria : A New Dawn ?.” Situ-
ation Report, May２０１１, pp．１６―３４を参照（なお，明らかな数字の誤植は訂正した）。
７１）以下の「１９９９年共和国憲法」の諸規定については，The Constitution１９９９, Chapter VI, The Executive,



































７２）第四共和政下の歳入配分問題については，Uche, C.U. and O.C. Uche, op.cit., pp．３１―３２；Ekpo, A.H., op.
cit., pp．２４―２６；RMAFC, Commission Law …, pp．１５―２９; Do., Fiscal Monitor , Abuja, Vol．１, No．１, January
２０１３, pp．１６―１７を参照。





































































州 ２０１２年２月 指数 ２０１２年３月 指数 ２０１２年２月 指数 ２０１２年３月 指数
１．アクワ・イボム １４，０６５ ０．２８４７５９９６ １５，６３９ ０．３１０８６１９ ３０，９２９ ０．１５１５４７３ ３２，０４４ ０．１５８００６６
２．デルタ １０，９０９ ０．２２０８５９７８ １０，７５１ ０．２１３６９５３ ３９，８５０ ０．１９５２５８２ ４１，０７８ ０．２０２５５５０
３．リヴァーズ １１，７５６ ０．２３８０１１４６ １０，６９１ ０．２１２５０４０ ５７，５７１ ０．２８２０９２０ ５２，４８８ ０．２５８８１７６
４．バイェルサ ８，５０４ ０．１７２１６２５１ ９，０００ ０．１７８９０２５ ５９，５２８ ０．２９１６７６３ ５９，７２６ ０．２９４５０３６
５．オンド １，８０３ ０．０３６５０２６１ １，８７４ ０．０３７２５２４ ３，９５２ ０．０１９３６５８ ４，５５５ ０．０２２４５９０
６．エド １，０３４ ０．０２０９２８６９ １，０２７ ０．０２０４０８８ ４，８９５ ０．０２３９８７１ ５，３８８ ０．０２６５６８５
７．イモ ４１５ ０．００８３９５４３ ５５０ ０．０１０９３４５ ４，８６７ ０．０２３８４５９ ５，２４９ ０．０２５８８２１
８．クロス・リヴァー ４０７ ０．００８２４７４５ ４２３ ０．００８４０８６ １，６７６ ０．００８２１３０ １，６５０ ０．００８１３７５
９．アビア ５００ ０．０１０１３２１１ ３５４ ０．００７０３２０ ８１９ ０．００４０１４４ ６２３ ０．００３０７０１
合 計 ４９，３９３ １．００００００００ ５０，３０９ １．０００００００ ２０４，０８７ １．０００００００ ２０２，８０１ １．０００００００
（出所）Revenue Mobilization Allocation and Fiscal Commission, Oil and Gas Production on State by State Basis
（http : //www.rmafc.gov.ng/derive.htm,２０１４年６月２３日にアクセス）より作成。
７４）RMAFC, Fiscal Monitor , pp．１６―１７を参照。
















７６）２０１４年度予算案については，Federal Ministry of Finance, Understanding Budget ２０１４, Abuja,２０１４,
pp．１―１１；Do., Citizens’ Guide to the Federal Budget２０１４, Abuja,２０１４, pp．１―２９を参照。
第３図 ナイジェリアにおける国家歳入の配分構造：２０１４年度予算案




超過原油 予算組入 連邦会計 付加価値税基金
２０．６０％ ２６．７２％ ５２．６８％ ５０％ ３５％




０．５％ １．６８％ １％ １％ １％ ４８．５％ １４％
安定化基金 天然資源開発 環境対策 連邦首都領 連邦政府歳入






Ａ．総歳入 ６，０６９ （１００．０） ７，８６６ （１００．０） ７，３０４ （１００．０）
ａ．石油収入 ５，２８７ （８７．１） ６，５３０ （８３．０） ５，３９６ （７３．９）
石油利潤税・ロイヤルティー・他 ２，０３８ （３３．６） ２，８１２ （３５．７） １，９４５ （２６．６）
原油・天然ガス輸出 ２，０７４ （３４．２） ２，２５１ （２８．６） １，６９６ （２３．２）
原油国内販売 １，１７２ （１９．３） １，４６３ （１８．６） １，７４６ （２４．０）
その他 ３ （ ０．０） ４ （ ０．１） ９ （ ０．１）
ｂ．非石油収入 ７８２ （１２．９） １，３３６ （１７．０） １，９０８ （２６．１）
法人税 ２４５ （ ４．０） ４１７ （ ５．３） ６５７ （ ９．０）
付加価値税 ２３０ （ ３．８） ４０５ （ ５．２） ５６３ （ ７．７）
関税 １７８ （ ３．０） ２８１ （ ３．６） ３０９ （ ４．２）
連邦政府独自収入 ３３ （ ０．５） １１４ （ １．４） １５４ （ ２．１）
その他 ９６ （ １．６） １１９ （ １．５） ２２５ （ ３．１）
Ｂ．控除 －３，１０５ （１００．０） －３，９３５ （１００．０） －３，４３８ （１００．０）
ａ．石油収入関連 －２，７２３ （８７．７） －３，２６１ （８２．９） －２，３９４ （６９．６）
合弁事業会計 －５２８ （１７．０） －５７９ （１４．７） －９６３ （２８．０）
原油売上高予備会計 －１，４２２ （４５．８） －１，７２８ （４４．０） －６１６ （１７．９）
その他 －７７３ （２４．９） －９５４ （２４．２） －８１５ （２３．７）
ｂ．非石油収入関連 －３８２ （１２．３） －６７４ （１７．１） －１，０４４ （３０．４）
付加価値税会計 －２２１ （ ７．１） －３８８ （ ９．９） －５４０ （１５．７）
その他 －１６１ （ ５．２） －２８６ （ ７．２） －５０４ （１４．７）
Ｃ．連邦歳入 ２，９６４ ― ３，９３１ ― ３，８６６ ―
Ｄ．移転収入 ７００ （１００．０） １，６３７ （１００．０） １，３６５ （１００．０）
ａ．原油売上高予備会計 ６３７ （９１．０） １，１０７ （６７．６） ８８６ （６４．９）
ｂ．歳入増加分 ― ― ４６２ （２８．２） ４３９ （３２．２）
ｃ．その他 ６３ （ ９．０） ６８ （ ４．２） ４０ （ ２．９）
Ｅ．連邦会計 ３，６６４ （１００．０） ５，５６８ （１００．０） ５，２３１ （１００．０）
ａ．連邦政府 １，７０７ （４６．６） ２，３３９ （４２．０） ２，４５５ （４６．９）
ｂ．各州政府 ８６５ （２３．６） １，４５６ （２６．１） １，２６６ （２４．２）
ｃ．各地方政府 ６６８ （１８．２） １，２０８ （２１．８） ９６２ （１８．４）
ｄ．「１３％条項」１） ４２４ （１１．６） ５６５ （１０．１） ５４８ （１０．５）
Ｆ．付加価値税会計 ２２１ （１００．０） ３８８ （１００．０） ５４０ （１００．０）
ａ．連邦政府 ３３ （１５．０） ５８ （１４．９） ８１ （１５．０）
ｂ．各州政府 １１１ （５０．２） １９４ （５０．０） ２７０ （５０．０）
ｃ．各地方政府 ７７ （３４．８） １３６ （３５．１） １８９ （３５．０）
Ｇ．上記配分合計 ３，８８５ （１００．０） ５，９５６ （１００．０） ５，７７１ （１００．０）
ａ．連邦政府 １，７４０ （４４．８） ２，３９７ （４０．２） ２，５３６ （４３．９）
ｂ．各州政府 ９７６ （２５．１） １，６５０ （２７．７） １，５３６ （２６．６）
ｃ．各地方政府 ７４５ （１９．２） １，３４４ （２２．６） １，１５１ （１９．９）
ｄ．「１３％条項」１） ４２４ （１０．９） ５６５ （ ９．５） ５４８ （ ９．６）
Ｈ．連邦政府歳入 １，９３７ （１００．０） ３，１９３ （１００．０） ３，０８９ （１００．０）
ａ．連邦会計交付金 １，７４０ （８９．８） ２，３９７ （７５．１） ２，５３６ （８２．１）
ｂ．連邦政府独自収入 ３３ （ １．７） １１４ （ ３．５） １５４ （ ５．０）
ｃ．その他 １６４ （ ８．５） ６８２ （２１．４） ３９９ （１２．９）
Ｉ．連邦政府歳出 ２，０３８ （１００．０） ３，２４０ （１００．０） ４，１９４ （１００．０）
ａ．経常支出 １，３９０ （６８．２） ２，１１７ （６５．３） ３，１０９ （７４．１）
人件費 ６２９ （３０．９） １，０８１ （３３．４） １，５６４ （３７．３）
一般経費 ２５９ （１２．７） ４５７ （１４．１） ９８２ （２３．４）
債務返済 ２４９ （１２．２） ３８１ （１１．７） ４１６ （ ９．９）
対外債務 １１８ （ ５．８） ５９ （ １．８） ４０ （ １．０）
国内債務 １３１ （ ６．４） ３２２ （ ９．９） ３７６ （ ９．０）
移転２） ２５３ （１２．４） １９８ （ ６．１） １４７ （ ３．５）
ｂ．資本支出 ５５３ （２７．１） ９６１ （２９．７） ８８４ （２１．１）
ｃ．移転 ９５ （ ４．７） １６２ （ ５．０） ２０１ （ ４．８）
ナイジャー・デルタ開発委員会 ３０ （ １．５） ６０ （ １．９） ４５ （ １．１）
国家司法評議会 ３５ （ １．７） ５８ （ １．８） ９１ （ ２．２）
普通教育委員会 ３０ （ １．５） ４４ （ １．３） ４６ （ １．１）
その他 ― ― ― ― １９ （ ０．４）
Ｊ．連邦政府財政収支 －１０１ ― －４７ ― －１，１０５ ―
Ｋ．連邦政府財政金融 １０１ （１００．０） ４７ （１００．０） １，１０５ （１００．０）
ａ．対外借入 ― － ４７ （１００．０） ７５ （ ６．８）
ｂ．国内借入 ４５ （４４．６） １５１ （３２１．３） １，１１０ （１００．５）
ｃ．国営企業民営化収入 ― ― ― ― ６ （ ０．５）
ｄ．移転等 ５６ （５５．４） －１５１ （－３２３．３） －８６ （－７．８）
（注）１）鉱産物産出州に対する配分。２）連邦首都領への配分を含む。













































































おいて――，南部の産油地域では，ナイジャー・デルタ解放運動（Movement for the Emanucipation
of the Niger Delta, MEND）を始めとする武装集団による石油施設の破壊，盗油，身代金目当ての
誘拐事件などが多発化してきた。さらに，ボルノ州などの北東部地域では，イスラーム原理主義集
団のボコ・ハラム（Boko Haram）による女子中・高校生大量誘惑事件や住民の無差別的な大量殺
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戮行為が発生している。これらを鎮圧しようとする国軍・警察部隊と武装集団との間で繰り広げら
れる「石油戦争」７９）や「イスラーム戦争」は，石油大国ナイジェリア連邦国家の負の側面を如実に
示す象徴的な出来事である。
本稿で考察してきた「財政連邦主義」の歴史的功罪について言えば，＜部族性＞や＜宗教性＞を
超越する真の意味での＜国民的統合＞が未だ達成されておらず，また，いわば「原油に漂う貧困」
が必ずしも解消されずに，むしろ貧富の格差が拡大していることを考えると，少なくとも現時点で
は，「功」よりも「罪」の部分の方が多いということになろう。
（本稿は，平成２６年度専修大学長期国内研究員に係わる研究成果の一部である）
７９）ナイジャー・デルタにおける「石油戦争」については，室井義雄「ナイジェリアにおける石油戦争――
国家・少数部族・環境汚染――」（専修大学社会科学研究所『月報』No．６２２，２０１５年４月，所収）１～
８８頁を参照。
ナイジェリアにおける財政連邦主義の歴史的展開
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